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I. 問題と目的

1．児童虐待対応件数の増加と「しつけ」とし

ての児童虐待

児童相談所における児童虐待相談対応件数は増

加の一途をたどっている。 2018年度に全国に212

カ所ある児童相談所において児童虐待相談として

対応した児童虎待対応件数は． 15万9,850件（速

報値）にのぽったc 児童虐待相談対応件数の統計

を取りだして以降28年連続で増加し続け，今年度

も過去最多を更新している（厚生労働省，

2019a)。18歳以下の人口を2074万人ほどと推定す

ると，約130人に 1人の子どもが児童虐待の問題

に直面していることになる。児童虐待による子ど

もの死亡も発生している。「子ども虐待による死

亡事例等の検証結果等について（第15次報告）」（厚

生労働省 2019b)では， 2017年度に心中13人を

含む65人の子どもが虐待で死亡していることが報

告されている。

児童虐待が起きる重要な背景要因の一つとし

て，子どもに対して暴力を用いることを「しつけ」

とみなす意識が存在している。 2018年 3月に起き

た東京都目黒区で 5歳女児の盾待死事件や， 2019

年 1月に起きた千葉県野田市での10歳女児の虐待

l 明治大学文学部心理社会学科 専任教授

死事件においても，養育者は「しつけ」のつもり

で死に至るほどの重篤な虐待を行ったと述べてい

る。このように，養育者の「しつけのつもり」の

虐待による死亡事例は後を絶たず， 2004年 1月か

ら2018年 3月までの間に「しつけのつもり」によ

る虎待で死亡した子どもは87人に上り，全体の

11.5％を占めているc この数字は，虐待死におけ

る加害の動機としては全体では 2番目， 3歳以上

では28％にも達し最も多い加害動機となってい

る（厚生労働省， 2019b）。一般の養育者の意識

の上においても， しつけと虐待に関する概念や認

識の境界は曖昧であることが明らかとなっている

（細坂・茅島， 2017; 李•安山， 2002; 木下，

2009など）。

こうした意識の背景として，親が子どもを「監

護及び教育に必要な範囲内で懲戒できる」とする

民法の懲戒権の存在が指摘されている（石川，

2000;小口， 2009)。現行の民法が定められた明

治時代から現代に至るまで日本人が受け継いでき

た家庭でのしつけや養育方法には，体罰を用いた

懲戒という要素が含まれており，それが認められ

受け継がれてきた結果「しつけのつもり」とし

て養育者が虐待行為を行うことを正当化する理由
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となっているというものである。

近年の児童虐待の社会問題化と相次ぐ「しつけ

のつもり」の死亡事例の発生をうけて． 2019年に

児童福祉法や児童虐待防止法が改正され．「児童

のしつけに際して体罰を加えてはならない」とし

て体罰禁止が明記された2 人々の意識に深く根付

いている子どもに対する養育の意識と方法を簡単

に放棄することは難しいものの． こうした情嬰は

具体的なしつけの方法を含む根拠のある子どもの

養育方法を示すことが求められていること示して

いるといえよう（加藤•藤岡． 2019) 。児童虐待

につながるような体罰や心理的威圧にかわる．養

育者の具体的な子どもへの関わり方を示すこと

が児童虐待の発生防止と養育者の支援をはかる

ために必要である。

2.社会的養護のもとで暮らす子どもとその養育

児童虐待や保護者の不在等．家庭で暮らすこと

ができない子どもを社会が養育する社会的養護の

もとで暮らす児童は44,354人に上る。そのうちの

8割近くにあたる34,846人が．里親およびファミ

リーホーム．乳児院．児童養護施設などの社会的

養護施設で養育されている。児童虐待相談対応件

数が増加していることに伴い．里親および社会的

養護施設で暮らす児童虐待を受けた子どもの数も

年々増加している c 里親に委託されている子ども

のうちの約 3割乳児院に人所している子どもの

うちの約 4割そして児童養護施設に入所してい

る子どものうち約 6割は児童唐待を受けている

（厚生労働省． 2019clc

1960年代以降社会的養護施設には．社会の変

化による歪みと家庭問題を背景に様々な問題行動

を抱えた子どもの人所が増加し． 2000年代以降は

児童虐待による人所が増加してきた（大原．

2013)。こうした体験を背景に．「処遇困難な問題

を多く抱えた子どもたち」（野澤． 1994:大原

2013)が増え．里親や社会的養護施設での養育は

困難を極めている（増沢ほか． 2016：坪井・三後．

201 la),児童虐待対応件数は増加していながら要

保護児童数は20年近くほぽ横ばいのままであるこ

とも鑑みると．この傾向はさらに増大しているも

のと推察される 3 社会的養護のもとで暮らす全て

の子どもは．そもそも養育者の不在や親からの分

離というトラウマ体験を経験している。それに加

え．児童虎待によるトラウマとアタッチメントに

関わる心理的被害を負っている子どもが増えてい

る。社会的養護のもとで暮らす子どもの養育にお

いては． これらの心理的被害への心理治療や治療

的養育．体験への配慮が必須であるといえよう 3

子どもの抱える心理的課題の深刻化に伴い．養

育者の困難も増大している。虐待によるトラウマ

を負った子どもは．様々な場面でトラウマの再演

を表す。養育者はそれに巻き込まれることを余儀

なくされる。トラウマの再演により．同様の被害

体験を繰り返すような状況や関係性がつくり出さ

れたりまた逆に自分が受けた暴力などの加害行

為を表したり．過去のトラウマ受傷時にはできな

かった反撃が表されることもある，また． トラウ

マにより，自他と環境に対する安心感や安全感．

｛言頼感が損なわれ．否定的な認知が形成されるた

め．関係形成が難しく．できた関係を維持してい

くことも困難が伴う。試し行動や挑発的言動．わ

ざと期待を裏切るような行為が養育者に対して行

われるため．養育者は自身の中に湧きあがる否定

的な惑情をコントロールすることが求められ．そ

の対処に疲弊する（加藤 2009)一対処しきれず．

トラウマの再演に巻き込まれ．養育者が子どもに

対して叱責や懲罰的態度を示したり関わりを避
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けたりすることは．子どもにとってはトラウマの

再演の成功であり．また再トラウマ化となって．

トラウマの被害を一層深めていくことになる。社

会的養護のもとで暮らす子どもの持つトラウマ

が，蓑育者の否定的な感情や言動を引き出し．子

どもと養育者の関係形成を妨げ．子どものトラウ

マからの回復を遠ざけ養育者の困難を高めるとい

う悪循環が生じている。

トラウマの影響から．怒りの感情の制御や反抗・

挑発的言動，暴力的言動が表され，子どもから職

員への暴力も生じている。およそ 6割の職員が子

どもからの暴力を経験しており（東京都社会福祉

協議会児童部会． 2009:吉村． 2014)．対応の難

しい子どもとの関係など支援の中で生じる養育者

の傷つきや負担感も大きいことから（伊藤．

2003:伊東ら． 2003:坪井・三後． 2011b:他）．

養育者のメンタルヘルスの問題も生じている。こ

うした子どもへの対応の困難さに加え．長年指摘

され続けている職員配置数などの職員体制の不

足小規模化が進む中での養育負担の増加なども

加わり．施設職員の離職率も高い。平均勤続年数

は8年未満であり． 5年未満で離職する職貝は

53.4％にものぼる（全国児童養護施設協議会．

2015)。社会的養護のもとで暮らす子どもを養育

していく上ではさまざまな専門的知識が求められ

るものの． こうした子どものニーズに対応したエ

ビデンスを伴った実践的な養育理論はみあたらず

（大原 2013)．現状に対応できる養育方法も構築

されているとはいえない。実践における基本的な

理論がないことに加えて．離職率の高さは経験の

蓄積を妨げ．職場内での知識と技術の伝達や職員

間サポートの低下をもたらしている。これらは．

ケアの質が保障されない要因となる深刻な問題で

ある。

こうした養育者が置かれた厳しい状況を反映し

て，里親や施設職員による被措置児童等虐待など

も発生している（加藤 2016;加藤 2017)。「新

しい社会的養育ビジョン」が2017年に公表され，

現状ではファミリーホームを加えてようやく

19.7％となる里親等委託率を． 3歳未満から就学前

の子どもについては概ね 5年から 7年以内に75%

以上，学童期以降は概ね10年以内を目途に50％以

上を実現することが示された。社会的養護施設は

小規模化・地域分散化を進め．常時 2人以上の職

員を配置することを目指すとともに専門的なニー

ズを必要とする子どもの治療的蓑育を中心とする

ことが示された。入所期間は原則として乳幼児は

数か月以内，学童期以降は 1年以内特別なケア

が必要な学童期以降の子どもであっても 3年以内

を原則とするとされている。こうした新ビジョン

が示す方針は．子どもにとっては望ましいものの，

養育者に高い専門性を求めると共に．蓑育単位の

小規模化による養育者の負担増加が懸念される。

また，里親およびファミリーホームヘの委託率を

現状の20％未満から最大で75％まで増加させると

いうことは現状の要保護児童における被虐待経

験有無の割合と比較すると．里親およびファミ

リーホームヘの被虎待体験を持つ子どもの委託が

大幅に増加することを意味する。現状でも里親の

被措置児童等虐待率は高く（加藤． 2013)，子ど

もの養育に関する知識と技術を養成すると共に，

十分な支援を提供しなければ，子どもの福祉に反

する状況が生じることが懸念される。里親や施設

職員の養育における専門性を高めるとともに，十

分な支援を提供することが求められている。

以上のような社会的養護の現状ふまえると，ア

タッチメントとトラウマの心理的被害を抱える子

どもを養育するための具体的方法を示すことは喫
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緊の課題であり．その方法は子どもへのケアのみ

ならず子どもを養育する里親や施設職員などの

養育者への支援も視野に含めた包括的な介人方法

を検討することが必要であるといえる。

n. トラウマインフォームドケア (TIC)とコミュ

ニティ・アプローチ

1． トラウマインフォームドケア (TIC) とは

虐待を受けた子どもをはじめとし，社会的養護

を必要とする要保護児童の多くがトラウマを負っ

ている。また， トラウマを負った子どもを養育す

る養育者も，子どもが表すトラウマの再演に巻き

込まれることを余俄なくされる。要保護児童の養

育をするうえでは， トラウマの観点をふまえた子

どもの理解が求められており（浅野ほか． 2016;

野坂， 2019a)．専門的な養育が必要である。近年，

トラウマヘの心理支援として． トラウマイン

フォームドケア (TIC)が注目されている。

TICとは，「トラウマの影響を理解し，敏感に

察知することを基盤とし，ストレングスを高めて

いく支援体制であり，支援を提供する側と受ける

側の両方の身体的．心理的情緒的な安全を強化

し．支援を受けるものが自己コントロール感とエ

ンパワメントを獲得する機会を創造していく支援

体制である」と定義されている (Hopperet al., 

2010)。 トラウマの観点からクライエントの症状

とケアの枠組みをとらえ，現在の様々な症状を過

去に経験したトラウマとのつながりから理解しア

プローチしていく。 トラウマを経験した人に直接

対応する治療的介入だけでなく， トラウマを経験

した人を支援する人々が本人が体験したトラウ

マイベントやその反応を十分理解することによっ

て再トラウマ化を防ぎ，ケアシステム全体の変

革を目指すアプローチである。 TICの概念は，生

物学的要因に由来するPTSDの発生メカニズムの

解明．小児期逆境体験 (ACEs) の影響から派生

する公衆衛生的な視点と．米国保健省薬物乱用精

神保健サービス局 (SAMHSA) をはじめしたト

ラウマの問題に対応する多くの米国機関・団体の

活動による従来の支援サービスの中で起きている

再トラウマ化の指摘や支援組織を含めたトラウマ

ケアの必要性の認識から発展してきた（亀岡ほか．

2018)。これらにより，支援においてはトラウマ

を経験した人自身が症状とそのメカニズムを理解

し能動的に治療や支援に取り組むことの重要性

や．現在の心理社会的な問題とトラウマの影響を

理解してアプローチをする必要性．公衆衛生的観

点からシステム全体を対象にする必要性などが認

識されるようになった。

1995年～1997年に米国疾病予防管理センターが

行ったACEstudyにより．暴力や喪失．災害児

童唐待などのトラウマ体験をはじめとする小児期

逆境体験 (ACEs)が．神経発達不全を引き起こ

すとともに免疫系を症害し．精神健康上の不全や

社会的不適応．行動上の問題や慢性的な身体疾患

をもたらし．個人と社会に大きな損害を与えてい

ることが明らかとなった (Felittiet al.. 1998)。

それに伴い．こうした過去のトラウマ体験から引

き起こされてきた末端の症状である精神的不調や

社会的不適応などのみに焦点をあてた治療は有効

ではなく．その人のトラウマ歴やACEsと現在の

症状や問題との関連に目を向けることこそが重要

であると考えられるようになった（亀岡ほか

2018:亀岡 2019)。また． 1990年代からEMDR.

PE療法 TF-CBTなどPTSDに対する有効な治療

プログラムが開発され．効果が実証されるように

なってきた。 トラウマやACEsによって苦しむ

人々は様々な領域に多数存在しており．個人を対
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象とした個人治療のみでは．人的資源の面におい

ても物理的にも限界がある。 TICは．公衆衛生的

アプローチであり（亀岡 2019:野坂． 2019a: 

野坂． 2019b)． トラウマの影響を受けている個

人だけでなく． リスクを抱える人から全ての人を

対象としてトラウマの観点からのケアと心理教

育．知識の普及をはかることによって． システム

やコミュニティ全体のトラウマケアの力を病めて

いこうとするものである。そのため． TICの対象

は． トラウマを体験した人だけでなく．支援者を

も含む。

TICは．コミュニティを構成する全ての人がト

ラウマの影響を理解し． トラウマの影響との関連

の中で現在起きている症状や事象を理解しようと

する c そして．安全で安心できる環境を作り．そ

の中で各自のストレングスを強化し気づきとコ

ントロール．自己効力感を高めていく。支援者と

トラウマを受けた人だけでなく． システム全体を

トラウマに対して敏感で治療的な環境にしていく

ことを目指すアプローチであるといえる。

2 コミュニティ・アプローチとしてのトラウ

マインフォームドケア (TIC)

このようなTICの考え方は．コミュニティ心理

学におけるコミュニティーアプローチの発想と軌

を一にするものであるといえよう。コミュニティ

心理学は．そもそも第二次世界大戦からの姶還兵

の半数近くがPTSDに罹患し．少ない人的資源（専

門家）の中で多数の治療が必要であったことや．

その他の様々な社会状況および個人の内的世界

のみを治療の対象とする個人内界至上主義では十

分ではないという流れから誕生した心理学である

（笹尾 2007)。コミュニティ心理学では．「人」

と「環境」の適合を図ることを目的とする。社会

（コミュニティ）とのかかわりのなかで生活して

いる人間の心理社会的問題を解決するためには，

個人の環境への適応を支援するだけでなく，その

個人をとりまく環境をその人に適合するように改

善していく働きかけが重要であると考える。そし

て，個人の抱える適応上の問題や悩みについて，

その個人の心理・病理からだけではなく，個人を

とりまく環境（対人関係・社会組織のネットワー

ク）との相互作用という視点からの理解し，それ

にもとづく支援を行っていく。また．コミュニティ

心理学における予防とコンサルテーション等の重

要な概念を示したCaplan0961)は．一次予防：

健康増進及び発生予防として問題が生じる前に予

防的介入を行う，二次予防：支援の必要な人の早

期発見・早期支援，ハイリスク郡を対象とした早

期介入支援，三次予防：問題を抱え緊急に対応が

必要な人への対応と問題再発の予防と予防を口

段階に分けて示した（図 1)oTICにおいても，

3段階のトラウマケアが示されており（亀岡

2019)，一次予防：全ての人を対象とした一般的

なトラウマの理解と基本的対応，二次予防：リス

クを抱える人を対象としたトラウマに対応したケ

ア，三次予防：トラウマの影響を受けている人を

対象としたトラウマに特化したケア， と整理され

ている（図 2)。

これらのコミュニティ心理学の基本発想を背景

とした具体的な介入理念であるコミュニティ・ア

プローチでは，①問題を周囲の人々との関係の中

で捉え，彼らに働きかける，②狭義のカウンセリ

ングの技法にこだわらず多様な方法を用いる．③

問題解決に際してクライエント本人の力を重視す

る（窪田． 2009)。個からネットワーク．支援シ

ステムまでを視野に入れて，介入戦略を検討して

いく。コミュニティ・アプローチにおける．個人
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一次予防

・問題を抱え緊急に対応が必要な人への対応と
問題再発の予防

・支援の必要な人の早期発見 ・早期支援．
ハイリス ク郡を対象と した早期介入支援

i 
・健康増進及び発生予防として
問題が生じる前に予防的介入を行う 1

! 

l 
-- ～ I 

図 1 Caplanの予防の三段階 (Caplan, 1964をもとに改変）

・トラウマの影響を受けている人が対象

特定の介入により，人生を統合 していく支援

・リスクを抱える人が対象
被害の影響を最小限に抑え，健全な成長

と発達の機会を最大化するための支援

・全ての人が対象

トラウ マ・ 逆境の理解と生活
環境に及ぽす影響についての一

般的知識を持っ ている

図2 三段階のトラウマケア（亀岡，2019)

のケアや治療のみに注目するのではなく個人を取 m. レッツ・コネクト (Let'sConnect ; LC)プ

り巻く環境に焦点を当ててシステム全体を介入対 ログラム

象とする点支援を受ける人のエンパワーメント 1. 社会的養護とトラウマインフォームドな

を重視する点などは， TICの発想と重なる。TIC 養育支援の必要性

の公衆衛生的観点や， トラウマを受けた人のみで 里親や施設職員など，社会的養護の場で子ども

なく支援者もケアの対象とすること，そしてシス を養育する養育者の置かれた厳しい状況をふまえ

テム自体をトラウマケアセンシイティブなものに ると，養育者への支援は欠くことができない。ま

改変していくことなどは，まさしくトラウマとい た，養育者を支えることが，子どものトラウマを

う問題の観点からのコミュニティアプローチとい ケアしていくことにもなる。社会的養護の場にお

えよう 。 いては， TICの観点から，養育者と子どもの両方

を支援していくことが求められている。社会的養

護の場における養育を含めて，具体的な養育理論

や養育方法が明らかにされていない日本の現状に

おいては， トラウマを負った子どもと養育者を支

える， TICの概念をふまえた具体的な養育支援を

検討していく必要がある。
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2. レッツ・コネクト (Let'sConnect ; LC) 

プログラムとは

(1) レッツ・コネクトプログラムの開発

TICの観点からの具体的な子どもと養育者への

支援方法として， レッツ・コネクト (Let's

Connect: LC)プログラムがある。レッツ・コネ

クトとはコロラド大学ボルダー校の行動科学研

究所 (Instituteof Behavioral Science)に在籍す

る MonicaFitzgerald, Kimberly Shipman, 

Lucianne Hackbertによって開発された． TICに

もとづくペアレンティング・プログラムである。

コロラド州保健福祉局 (ColoradoDepartment of 

Human Services) 及び全米子どものトラウマ

ティックストレス・ネットワーク (TheNational 

Child Traumatic Stress Network : NCTSN) の

支援を受けて開発された。レッツ・コネクトを経

験することによって．養育者の子どもとの支持的

な情緒的コミュニケーションが有意に増加し，非

支持的な情緒的コミュニケーションが有意に低下

することが確認されている (Shafferet al.,2019)。

NCTSNのトラウマヘの治療的介人プログラム

(NCTSN, 2019a)にも掲載されており，将来が

期待されるプログラムとして指定されている

(NCTSN, 2019b : Fitzgerald et al., 2019)。

(2) レッツ・コネクトプログラムの構成につい

て

レッツ・コネクトは． 3歳から15歳までの．健

康な子どもと養育者から様々なトラウマを経験し

た子どもと養育者までを広く対象としている。養

育者が子どもの情緒的ニーズと行動を的確に把握

しそれに応え．子どもと温かいつながりを築く

方法を学ぶことによって．子どもの成長や情緒的

安定を図ることを目指す (Shafferet al.. 2019)。

個々の家族を対象とした個別家族用プログラム

と．グループを対象としたグループプログラム．

そしてレッツ・コネクトを学校に適用した学校版

レッツ・コネクトプログラムであるライズ

(Resilience in Schools and Educators : RISE) 力ゞ

ある。プログラムは通常，クライエントのニーズ

に応じて． 8～ 12回のセッションで構成され．プ

ログラムは単体で行われる他． トラウマフォーカ

スト認知行動療法 (TF-CBT)や家族のための代

替案認知行動療 (AF-CBT)などの標準化された

トラウマ治療と組み合わせて実施することができ

る。必要となるセッション数は．セッションの 1

回の時間，家族のニーズ，養育者のスキルのレベ

ル．そして同時進行している他のエビデンスのあ

るトラウマ治療などに応じて異なる。可能であれ

ば毎週 1回のセッションを行うことが推奨され

ている。内容は．子どもの心理や発達．行動やト

ラウマの影響などについての心理教育，蓑育者自

身の自己覚知や内面へのアプローチ．子どもの成

長を促し相互関係を築くための具体的な関わりの

スキル．そして養育環境の整え方などから構成さ

れている。各回のセッションの内容を表 1に表

す。

レッツ・コネクトのスキルは．セラピストによ

る講義ロールプレイ．実践セッション中のコー

チングの組み合わせなどによって教えられる。ペ

アレンティングプログラムであるため．基本的に

は養育者を対象としてプログラムは進行していく

が後半に行われるセッション中のコーチングで

は子どもも参加し，セラピストがコーチとして，

養育者が気持ちや人生の出来事，構造化された宿

題 (homepractice) について子どもと一緒に話

していく。このコーチングでは．養育者が自分や

子どもの気持ちや人生の出来事．構造化された宿

題の成果について子どもと一緒に対話すること
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表 1 レッツ・コネクト (LC) セッションの内容 (Fitzgeraldet al., 2019を

もとに改変）

l レッツ・コネクトについての説明

2 アセスメントとインテーク

3 心理教育：トラウマとレジリエンス

4心理教育：情動環境と感情の役割

5 Hand-to-Heart（自分の気持ちにアクセスする） 3つのステッププロセス

6 意図的な環境を作り出す

7子どもとつながるスキル

8 子どもの感情をサポートするスキル

9 子どもの感情をコーチするスキル

10 レッツ・コネクトスキルの統合

をセラピストがコーチなってサポートする。セ

ラピストは，養育者のみとのLCスキルの指導，

モデル化実践を行い，養育者と子どもたちと一

緒にセッション中の会話を通してレッツ・コネク

トスキルのライプコーチングを提供する。一方で

子どもたちは，養育者との交流を通して感情につ

いて学び．スキルを身につけていく (Fitzgerald

et al., 2019)。レッツ・コネクトプログラムの概

要を表2に示す。

(3) レッツ・コネクト (LC) の対象について

レッツ・コネクトは．一般的な養育者と子ども

に対して，問題発生の予防と子どもと養育者の健

康促進とレジリエンスの促進のために用いること

ができるほか，里親親族里親．施設職貝などの

代替養育者と子どもに対しても同様の目的で用い

ることができる。子どもと養育者との健全なコ

ミュニケーションを増やし．子どもの情動体験を

より深く理解し子どもの感情表出や難しい行動

に効果的に対応する方法や養育者自身の情動的課

題に対処する方法を学ぶことにより．よりよい養

育が可能となる (NCTSN. 2019b)。

また， トラウマ，慢性的な医学的問題，離婚，

離別軍事派遣，突然の悲惨な出来事，自然災害，

虐待やDVなどの高ストレスのライフイベントを

経験した養育者と子どもや．親族里親．里親．養

子縁組の養育者で行動に問題のある子どもを養育

しているハイリスクの家族や養育関係にも適して

いる。 トラウマが子どもに与える影響を養育者が

理解し．適切に対応することを学ぶことによって．

トラウマを経験した子どもに適した対処や養育行

動を取ることができるようになり問題が深刻化

することを防ぎ．子どもの回復を促進することが

可能となる (NCTSN. 2019b)。

さらに． トラウマの問題を抱えて治療が必要と

なり． TF-CBTやAF-CBTなどのエビデンスに基

づいた子どもと家族への標準化された治療を受け

ている子どもや養育者に対して．それらの治療と

組み合わせて活用することができる。レッツ・コ

ネクトにより．養育者が感情調節やサポーティブ

な応答そしてコミュニケーションスキルを身に

つけることで．養育者と子どもとの関係の質を強

化することができる。さらに子どものトラウマや

虐待離婚離別．喪失など．難しい家族の問題

について話すための特定のツールを手に入れるこ

とにより．養育関係の中においてトラウマ体験か

らの回復を促進させることができる。他のエビデ

ンスに基づいた介入とレッツ・コネクトを統合的

に活用することで．治療的介入を強化することが
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対象年齢

表2 レッツ・コネクトプログラムの概要 (Fitzgeraldet al., 2019をもとに改変）

3歳～15歳

一般的な養育者と子ども

対象者
里親，親族里親，施設職員などの代替菱脊者と子ども

ハイリスクの家族や登育関係にある養育者（里親，施設職員などの代替蓑育者を含む）と子ども

トラウマの治療を受けている養育者（里親施設職員などの代替養育者を含む）と子ども

8回～12回
セッション匝数

頻度

13回～17回（標準化されたトラウマ治療と組み合わせて実施する場合）

週 1回を推奨

子どもの心理•発達・行動 トラウマの影響に関する心理教育

内容構成
養育者の内面的成長・変化をはかるアプローチ

養育行動における具体的スキル

養育環境の整え方

心理教育（講義）

養育者自身のリラクゼーションと気づきを高めるスキルの獲得 (Hand-to-Heart3 step process) 

子どもへの対応の練習（モデリング．ロールプレイ）
方法

家庭での宿題

セッション中のライプコーチング

コンサルテーション

個別家族用

プログラムの種類 養育者グループ用

学校関係者用 (RISE)

その他 TF-CBTやAF-CBTなどの標準化されたトラウマ治療と組み合わせて実施することが可能

可能となる (Fitzgeraldet al., 2019)。

レッツ・コネクトでは，対象となる家族が抱え

る問題に対して十分なアセスメントを行い適性を

考慮し，必要な場合はエビデンスのある治療法へ

リファーすることの重要性を強調している。特に，

トラウマや暴力，児童虐待などのマルトリートメ

ントを子どもが経験している場合，それらの体験

は， 自己の感情への気づき，理解，情動調節，他

者の立場に立って感情を理解すること共感など

の子どもの社会的情動能力の発達を妨げるc さら

にマルトリートメントやトラウマの体験は，子ど

もが養育者や他者との安定したアタッチメントを

形成する力を獲得することを妨げる c それにより

生じる， 自他への不信や不安から生じる攻撃性や

被害感が学習や友達関係，支持的な大人との関

係に影響し，必要であるはずの他者からのサポー

トを得る機会を制限してしまうことがしばしば起

きる。つまり． こうした状況にある子どもを養育

しようとする養育者との関係を，子ども自身が抱

えるトラウマの影響から，遠ざけたり壊したり困

難にしてしまうことが起きる。また．子どものこ

とを保護することが目的の社会的養護システムで

あっても．一時保護や里親委託．施設入所などの

システムの中での経験は，子どもにとって大きな

ストレスのかかる体験である。社会的養護の領域

にはこうした子どもたちが多く存在している。こ

のような子どもを養育する蓑育者に対しては．

TICの観点から．子どもが経験している高ストレ

スで逆境的な生活上のできごととトラウマ体験の

連続性とその影響について．基本的な理解を養育

者に伝えることは非常に重要である。子どもの行

動や情緒的ニーズ．生育歴に対する養育者自身の
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反応に気づき調節すること．心的外傷性ストレス レッツ・コネクトに適した対象．適さない可能

の症状と子どもの自己調節の難しさや問題行動の 性のある対象としてマニュアルにあげられている

関係性を理解すること．その子特有のトリガーを 内容を表 3に示すc

理解しコーピングを支援することなどが必要とな （4) レッツ・コネクトプログラムの理論的背景

る (Fitzgeraldet al., 2019) c レッツ・コネクトでは．養育者が子どもの情緒

子どもがトラウマに関する治療が必要な状態で 的ニーズと行動を的確に把握し．それに応えるこ

ある場合レッツ・コネクトは，エビデンスに基 とで．子どもとの温かいつながりを築く方法を養

づくトラウマに焦点をあてた治療の代わりにはな 育者に教えるペアレンティングによる介入方法で

らずその効果を高めるものであることに留意す ある。それにより，子どもの情緒的能力．安心感

る必要がある。レッツ・コネクトでは．ハイリス 情緒的安定など．様々な面の改善をはかり．精神

クの家族を対象とした介入では，セラビストによ 上／行動上の健康を促進させようとするものであ

るトレーニング．モデリング．親子の相互作用の る。レッツ・コネクトとそのスキルは．社会性・情

ライブコーチング，毎週自宅でレッツ・コネクト 動性発達．感情の社会化，情動の神経生物学．ペ

スキルを実践する宿題に加えて，毎週のセッショ アレンティングやアタッチメント．危機理論．レジ

ンにおいて 8~12(90分）の継続的なコンサルテー リエンスとトラウマなどの．様々な発達理論と臨

ションを追加で行う。トラウマに関する個別の治 床研究の成果に基づいて開発されている。子ども

療と組み合わせて使う場合には．標準的なトラウ の情動への養育者の反応は．子どもの感情調節な

マに焦点をあてた治療プロトコルを行うために． どの社会的・情動的能力．情緒的安定．心理・行動・

通常はセッションを 5回追加するとされている 身体的な健康とリジリエンスを育てる上で核とな

(Fitzgerald et al., 2019)。 ることが示唆されている (Shafferet al.. 2019)。

表3 レッツ・コネクト (LC)の対象 (Fitzgeraldet al., 2019をもとに改変）

適した対象

生物学上の親．養子縁組里親．祖父母や親族．里親．児童

養設施設の職員で子どもの現時点での主要な養育者

子どもとの健全なコミュニケーションを増やす方法．情動

体験をよりよく理解する．感情表出や難しい行動により効

果的に対応する．ペアレンティングや子どものケアに関係

する自分自身の情動的課題に対処する方法を学ぷことに興

味のある養育者

家族の変化や移行（引っ越し．親権や措置変更離婚，弟

妹の誕生家族の死や病気派兵）を経験している．また

は予定している子ども

子ともの難しい行動に対処しながら．行動の問題を軽減し．

関係を強化したい家族

子どもと関わりを持つ期間中に．家族の移行を経験または

予定している子どもの養育者

適さない対象

加害や物質乱用のある．補助的なエピデンスのある治療法

を受けていない養育者

発達の遅れまたは認知的障害が顕著にみられる子どもの養

育者

認知機能の低下，または認知機能陪害，あるいは重大な精

神疾患（精神病やパーソナリティ障害など）のある養育者
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レッツ・コネクトがトラウマを受けた子どもの

ケアにおいて養育者に焦点をあてているのは，養

育者の社会的情動能力 (SocialEmotional 

Compitence ; SEC) は，他者と安定し充足した

関係を形成することや，養育を通して子どもの社

会的情動能力を育成することの基盤になるとい

う，多くの研究結果に由来する。社会的情動能力

には，①感情への気づき，②感情を理解すること，

③感情の受容，④感情表現，⑤感情調節，⑥他者

の視点に立ち感情を理解する力，⑦共感と思いや

り，⑧他者の感情への支持的な反応，のスキルが

含まれる（表 4)。これらを養育者が十分に獲得

することによって，養育者自身が他者と安定した

関係を形成することができこれを子どもとの関

係で展開することにより子ども自身の社会的情

動能力が育つ。これに加え， レッツ・コネクトで

は，青少年との関係で具体的に用いることができ

るスキルとして，①気づくこと，良さを認めるこ

と，②理解したりもっと知るために聞くこと，

③子どもの気持ちを言語化すること，④情動をサ

ポートするスキル，⑤情動をコーチングするスキ

ル，⑥問題行動を軽減するための方法，が示され

ている（表 5)。子どもが感情感情表現感情

調節を学ぶ感情の社会化 (emotionsocialization) 

プロセスにおいては，養育者がとりわけ重要な役

割を果たす。レッツ・コネクトでは，大人の社会

的情動能力向上と，セルフケアの習慣を養うこと

に焦点をあて，養育者自身のウェルビーイングと

ストレス軽減をはかることで．子どもとの関係を

構築し，子どもの社会的情動能力を発達させ，肯

定的な行動を促進させることを目指す (NCTSN.

2019b)。

(5) レッツ・コネクトプログラムの特徴

レッツ・コネクトの柱は， 1) レジリエンス．

社会的・情緒的発達，家族の中の情緒的風土，子

どもの行動上の課題．その他トラウマなど，個々

の家族特定のテーマついての養育者への心理教

育． 2) 自己への気づき．他者の視点に立ち感情

を理解する力．感情調節や支持的な在り方など．

養育者自身の社会性・情動性のスキルとウェル

表4 社会的情動能力のスキル (Fitzgeraldet al., 2019をもとに改変）

1感情への気づき

2感情を理解すること

3感情の受容

4感情表現

5感情調節

6 他者の視点に立ち感情を理解するカ

7共感と思いやり

8 他者の感情への支持的な反応

表5 青少年との関係で用いられるスキル(Fitzgeraldet al., 2019をもとに改変）

l気づくこと．良さを認めること

2理解したりもっと知るために聞くこと

3子どもの気持ちを言語化すること

4情動をサポートするスキル

5情動をコーチングするスキル

6問題行動を軽減するための方法
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ビーイングの促進， 3)支持的な関係の質， 社会 2)の養育者の内面的成長と感情への気づきを

的・情動的能力，そして子どもの心理・行動的健 促進するアプローチに用いられるスキルとして，

康とウェルビーイングを高めるような子どもとの シンプルなマインドフルネス／ウェルビーイ ング

関わり方の具体的なスキル， 4)予測可能性やー プラクティス，自己を内省すること ，そして感情

貫性，家族のつながりの機会を促すために日頃の が養育における応答にどうつながるのかについて

習慣や）レーチン，生活の リズムを家庭に取り入れ の洞察を深めることなどを理解する， Hand-to-

る，意図的な環境づくりを養育者が行えるよう 支 Heart 3ステ ッ ププロセスが用いられる

援すること， という 4つによ って構成されている (Fitzgerald et al., 2019)。Hand-to-Heart3ステッ

（図3)。これらを実現する具体的なスキルを，直 ププロセスは，子どもの感情や行動に対するサ

接的な教示やデイスカ ッション，ロールプレイ ． ポーテ ィブで意図的な応答をおこなうために養育

セラピストのサポートを受けながらのスキル練 者がどのような手順を踏むとよいのかを教えるも

習ふりかえり，サポートを受けながらのマイン のであり ，自分を見つめる一子どもに思いをはせ

ドフルネス，セルフケアの習慣づけ，などを通し る一つながる，という 3つのプロセスで構成され

て学んで行く (Fitzgeraldet al., 2019)。 ている （図4)。

一・レジリエンス、社会的・情緒的発達、家族の中の情緒的風土、子どもの行動上の課題、その他トラウマなど、個々の家族特定の

テーマついての養育者への心理教育

・自己への気づき、他者の視点に立ち感情を理解する力、感情調節や支持的な在り方など、養育者自身の社会性 ・情動性のスキル

とウェルビーイングの促進

・支持的な関係の質、社会的 ・情動的能力、そして子どもの心理 ・行動的健康とウェルピーイングを高めるような子どもとの関わ

リ方の具体的なスキル- -・予測可能性や一貫性、家族のつながりの機会を促すために日頃の習慣やルーチン、生活のリズムを家庭に取り入れる｀意図的な

環境づくりを養育者が行えるよう支援すること

図3 レッツ・コネクトの4つの柱 (Fitzgeraldet al., 2019をもとに改変）

養育者が自分の

ニーズと子ども

のニーズを満た

すのに役立つ既

存のリソースに

接続し， Let's
Connectスキル

（接続，感情サ

ポート，感情コ

ーチング）を使

用して子どもの

経験を理解し，

子どもが感情を

管理する

養育者自身が子どもと一緒

-----1にいるために必要な，自分

自身の感情的な経験と準備

ができているかを評価する

図4 Hand-to-Heart 3ステッププロセス (Fitzgeraldet al., 2019をもとに改変）
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表6 子どもと相互関係を築くスキル (Fitzgeraldet al., 2019をもとに改変）

スキル 具体的l周わり行動 説明

つながるスキル

(Connection skills) 

知らせる

感謝する

詳細を聞く

妥育者がそこにいること．話していることや経験していることに注意を払ってい

ること．行動だけでなく存在に関心を持っていることを示す。

感情に名前をつける

共感

感情をサポートするスキル
ノーマライゼーション

(Emotion support skills) 

いたわりと気造い．配慮を示す

子どもが経験している感梢的を投育者が受け入れていることを伝え，子どもが投

育者のことを自分を支えてくれる見習うべき斑源として活用する能力を伸ばす。

梵育者は，共感を示し， 子どもの経験を正常なものとして受け入れ， 子ども の感

梢に対して応答することを通していたわりと関心を持っていることを示す。

子どもの感情を理解する力を育てる

感情のコーチングスキル
コーピング戦略をとる

(Emotion coaching skills) 

問題解決を図る

子 どもたちの感梢への埋解を深め，感梢を刺激する状況をコントロールするスキ

ルを伸ばす。養育者は，子どもが自分の感情にラペルをつけ，自分の気持ちがわ

かるようになるようになることを助け（例：入り組んだ感情その気持ちが生じ

た原因と経緯複雑な感情）， 効果的な対処と問題解決能力が発達することを促す。

毎日の習恨規則正しい生活リズム 家庭の決まりごと（Rituals)． 日課流れ．そして侮日のリズムを統合し．予測

意図的な環境作り 秩序 できて． 一貫性のある．子どもとつながる機会が盟窟な．家庭現境を心がけて作

ルールとft任 る。

よくあるわなを学ぶ

子 どもと深くつながることを妨げるよくある 「わな」（「ちゃんと言 うことを聞い

ていない」「～ねばならない」「どうせむだだ」）と， 子どもが心を閉ざし安全を

感じにくくなることを避ける方法を学ぷ。

3)養育行動における具体的スキルを獲得する

アプローチでは，子どもと相互関係を築くスキル

として，つながるスキル，感清をサポートするス

キル，感情のコーチングスキルがあり，意図的な

環境作りとつながりを妨げる罠についても示され

ている（表6)。

レッツ ・コネク トの特徴は，①リジリ エンスを

促進すること，②感情に焦点を当てること，③卜

ラウマ ・レスポンシブであること④研究に基づ

いていること，である（図 5)。

リジリ エンスは，ストレスやトラウマヘ対応す

る力であり，子どものリジリエンスを促進する最

も重要な要素は，安全で安定した大人との支持的

な養育関係であることがこれまでの研究の中で明

らかになっている。感情的な気づき，情動調節，

共感，他者の視点に立ち感情を理解する力といっ

た社会性・情動性のスキルも，養育者と子どもの

両方にとってレジリエンスを促進する。そのため，

レッツ・ コネクトでは， レジリ エンスを育成する

方法で養育者と子どもとの関係強化を図る。まず

は養育者の社会的 ・情動的な能力とウェルビーイ

三Iロ
図5 レッツ・コネクトの4つの特徴

(Fitzgerald et al., 2019をもとに改変）

ングを高め，同じ能力を子どもが修得するために

養育者がどのように関わればよいのかを， コーチ

ングを通して養育者に教えていく (Fitzgerald et 

al., 2019)。

また，レッツ・コネクトでは，感清を重視する。

ポジティブな感情もネガティブな感情にも全ての

感情には役割があるととらえ，感情に注目してい

く。養育者自身の情動的な経験に注意を払い，子

どもの情動体験に感情を伴い寄り添うことを通し

て，適応的で健全な方法で課題に取り組む力を育

てていく。こうして養育者自身と子どもの情動的

な経験に目を向けることは，養育者自身を落ち着
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かせ，感情調整を図り，子どもと養育者の絆を深

め，思春期の子どもの難しい行動に効果的に対処

することを可能とする (Fitzgeraldet al.. 2019) c 

そして， レッツ・コネクトはトラウマリスポン

シプである。 トラウマを経験した子どもは， トラ

ウマを経験したことによる特徴的な情動，認知

行動を示しそれに対して周囲が適切に対応する

ことがトラウマによる否定的影響を少なく留め，

またそこからの回復にとって必要となる。レッツ・

コネクトに限らず，子どものトラウマに対する有

効な治療方法においては，ほとんどの治療法が支

持的な養育者の関わりを重視している。レッツ・

コネクトでは，子どもの情動的なニーズ．離婚，

別離喪失などの難しい家族のテーマや子どもの

トラウマ体験などを扱うために必要な，養育者の

支持的なコミュニケーションや対応を学ぶ

(Fitzgerald et al., 2019)。

最後に， レッツ・コネクトは様々な先行研究の

成果に基づき開発されている。社会性・情動性発

達感情の社会化情動の神経生物学ペアレン

ティングやアタッチメント，危機理論， レジリエ

ンスとトラウマなどの，多岐の分野にわたる最新

の研究に基づいて開発されたペアレンティングプ

ログラムである点が特徴である (Fitzgeraldet 

al.. 2019)。

ることも欠くことができない。社会的養護の場に

おいて， こうしたトラウマインフォームドなケア

の方法とシステムを構築していくことが求められ

ている c

社会においてしつけという名目で不適切な養育

が行われ．里親や施設などの専門的養育を担う場

においても子どもの養育するための養育論や． さ

らにはトラウマやアタッチメントの課題を抱えた

子どもを養育する専門的な養育方法が十分でない

現状においては．科学的根拠に裏付けられたペア

レンティングプログラムが果たす役割は大きい。

特にレッツ・コネクトは，一般的な養育者からト

ラウマを経験し専門的治療が必要な子どもを蓑育

している養育者まで対象が幅広く．実親から里親

や施設職貝などの代替養育者まで含み． さらには

個々の家族を対象とした実施からグループでの実

施も可能としている。社会的養護の領域において

は．例えば実際に里親になる前の研修や施設での

職員研修においてグループを対象としたレッツ・

コネクトを受講し． さらに実際に養育に困難を抱

えた時に特定の子どもと共に個別家族用のレッ

ツ・コネクト． または標準化されたトラウマ治療

とともに個別家族用のレッツ・コネクトに取り組

むなどのことが可能であり．その利用可能性は広

範囲にわたる。

今後は日本の社会的養護の実践現場において

N．今後の展望ーレッツ・コネクト (LC) プログ レッツ・コネクトプログラムをどのように活用す

ラムの社会的養護領域での活用にむけて ることができ．実際に効果があるのか．効果検証

社会的養護の領域で暮らす子どもの多くはトラ を含めた取り組みを行うことが必要であろう。

ウマの影響を受けている。そのため．そうした子

どもを養育する里親や施設職員が，子どもに対す 謝辞

るトラウマと適切な登育方法を理解することは必 本研究は， 2018年度科学研究費補助金（基盤研

須である。同時に， トラウマを経験した子どもを 究（C) 「トラウマインフォームドケアの観点に

養育する蓑育者自身へのトラウマの影響を理解す よる養育者チームと組織の形成方法に関する研
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究」（研究代表・加藤尚子）の一部を報告するも

のである。
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